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１．教員紹介・主な研究分野	
 

看護師として小児病棟での臨床経験を経て、看護教育、保育士養成に携わり、2006 年より
本学に着任。現在行っている研究は、子どもの日常的な疾患（common disease) の看護である。
そのため外来における看護が中心であり、外来ケアモデルに関する研究を行っている。現在

小児医療において、特に小児救急問題などは保護者の家庭看護力の低下が指摘されている。

そのため日常的な疾患における家庭療養や、アレルギー疾患を有している子どもの日常生活

管理を有効に行うことができる育児支援活動を行っている。また私の行っている研究活動は、

子どもの健康支援であり、医療職だけでなく、保育の現場、そして家庭、地域との協働で行

うことに重点をおいている。そのため、「子どもの健康見守り隊」として幼児・保育者・保護

者を対象にした健康教育を展開している。これらの実践により幼児期における自己の健康を

維持増進するための方法及び有効性について研究している。	
 

 
２．研究業績	
 

①著書・論文	
 

<論文>	
 

・	
 宮城由美子、稲富紀代、山本八千代：「身体の洗浄方法を変え皮膚改善がみられた子どものス

キンケア現状‐皮膚トラブルを心配してアレルギー外来受診した子ども‐」、第 38回日本看
護学会論文集‐小児看護 2007‐	
 2008（平成 19）年 2月 

・	
 宮城由美子、岡部貴裕、岩崎七々枝：「外来における経口食物負荷試験の看護」、小児保健研

究 67（2）2008（平成 19） 
・	
 泉澤真紀、山本八千代、宮城由美子、岸本信子：「思春期性との月経痛と月経に関する知識の

実態と教育的課題」母性衛生Vol49（2）2008（平成 20）年 
・	
 横尾美千代・中込	
 治・宮城由美子：「ロタウイルス下痢症の疾病負担；3歳までの入院リス
クの推定」平成 17～19年度科学研究費補助金	
 基盤（C） 研究成果報告書、2008（平成 20）
年 

・	
 細井勇、古橋啓介、秦和彦、宮城由美子、吉川未桜、林ムツミ：「福岡市における子育て意識

調査‐子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ-」福岡県立大学付属研究所生涯福祉セン
ター研究報告叢書 vol34	
 2008（平成 20）年 

・	
 宮城由美子、太田恵子、中山慶子、吉川未桜：「健康保育に対する保護者のニーズ」保育と保

健Vol15(1)	
 2009（平成 21）年 
・	
 横尾美智代、宮城由美子、中込治．「ロタウイルス胃腸炎による入院のリスクとロタウイルス

ワクチンに対する小児科医および保護者の意識調査」臨床とウイルス．37(3)、2009年 
・	
 橘則子、宮城由美子：「保育士を対象に看護師が行う応急手当教育の必要性」福岡県立大学看

護学研究紀要 7（2）、2010年 
・	
 細井勇、古橋啓介、秦和彦、宮城由美子、吉川未桜、林ムツミ、黄	
 星賀、徐	
 彗全、南	
 

美慶、宋	
 映沃：「子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ調査から少子化問題とその

背景を考える	
 福岡市と大邱・釜山市との比較調査結果の分析を通じて」福岡県立大学人間社

会学部紀要 19（1）、2010年 
・	
 宮城由美子、髙橋みどり、岡部貴裕、横尾美智代：「食物アレルギー児に行う除去食が家族・

きょうだい児に及ぼす影響について」外来小児科 13（3）、2010年 
・	
 橘則子、宮城由美子、吉川未桜：「小児看護実習で看護学生が学んだ子どもの権利を尊重した

関わりについて」福岡県立大学看護学研究紀要 8（1）2011年 
②その他の業績	
 

<シンポジウム>	
 

細井勇、古橋啓介、宮城由美子：日韓子育て支援シンポジウム	
 「子どもの健康と子育て支

援」2009(平成 21)年 3月 7日 



<学会報告>	
 

・	
 秋鹿都子、山本八千代、宮城由美子、竹谷健：「食物アレルギー患児の母親の病の受容プロセ

ス」中国地区小児保健学会、2008(平成 20)年、島根 
・	
 宮城由美子：「日・韓子育て支援シンポジウム	
 子どもの健康と子育て支援」2009年 3月、
福岡市	
 

・	
 宮城由美子、髙橋みどり、稲富紀代他：「外来における食物負荷試験により食物除去が解除に

なった子どもと家族の特徴」第26回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会．2009年5月、

福岡市	
 

・	
 宮城由美子、山本八千代：「下痢症状を有する子どもの家族による療養行動と看護に関する調

査」第29回日本看護科学学会．2009年、千葉	
 

・	
 岡部貴裕、宮城由美子：「開業外来での食物経口負荷試験の適応および安全性-約3000例の検

討」第10回食物アレルギー研究会、2010年2月、東京	
 

③過去の主要業績	
 

宮城由美子：「アトピー性皮膚炎児を持つ家族の生活実態および不安の特徴」	
 日本看護学会

誌Vol.16(1) 2006(平成 18)年 12月 
 
５．所属学会	
 

日本小児看護学会、小児保健研究会、日本看護研究学会、日本家族看護学会、日本保育園保健

協議会、全国保育園保健師看護師連絡会、日本子ども学会	
 会員 
 

６．担当授業科目	
 

「小児看護論」2単位・2年・前期、「小児看護論Ⅱ」1単位・3年・通年、「小児看護実習Ⅱ」
１単位・3年・通年、「総合実習」3単位・4年・前期、「専門看護学ゼミ」2単位・4年・前
期、「卒業研究」2単位・４年・後期 
 

７．社会貢献活動	
 

北九州市児童福祉施設等第三者評価委員 
 
８．学外講義・講演	
 

宮城由美子、吉川未桜、柏原やすみ、(2010.6)．パパ・ママ・ぼくも、わたしも名医だぞ！く
らし応援サービス体験フェア、福岡市 

 
９．附属研究所の活動等	
 

・	
 ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・	
 宮城由美子(2010.6)、これで安心	
 パパママは名医だぞ！	
 夏場に多い子どもの病気と手当、

高坊保育園	
 

・	
 吉川未桜、柏原やすみ、宮城由美子 (2010.8)．これで安心	
 パパ、ママは名医だぞ！	
 子ど
もに多いけが	
 みやこ町社会福祉協議会 

・	
 宮城由美子、柏原やすみ(2010.5)．保育看護学習会「いざというときの応急手当」おぐまの保
育園 

・	
 宮城由美子､柏原やすみ (2010.6)．保育看護学習会「ワークショップこんなときどうする？」
三萩野保育園	
 

・	
 宮城由美子､柏原やすみ (2010.6)．保育看護学習会「ワークショップこんなときどうする？」
北方保育園	
 

・	
 宮城由美子(2010.12)．保育看護学習会「子どもの皮膚とスキンケア」．おぐまの保育園 
・	
 宮城由美子	
 (2010.5～2011.2)健康保育「自分のからだ大切に！(年中)8回実施」三萩野保育園	
 

・	
 宮城由美子	
 (2010.6～2011.2)健康保育「自分のからだ大切に！(年少・年中)3回実施」、北方

保育園	
 


